
(57)【要約】
【課題】本発明は、効率的な養殖真珠の生産方法を提供することを目的とする。
【解決手段】本発明は、サイトカインの存在下で挿核手術を行なう工程、より好ましくは
サイトカインで処理された真珠核及び／又は外套膜片を用いて挿核手術を行なう工程を含
む養殖真珠の生産方法に関する。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 サ イ ト カ イ ン の 存 在 下 で 挿 核 手 術 を 行 な う 工 程 を 含 む 養 殖 真 珠 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 サ イ ト カ イ ン で 処 理 さ れ た 真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 を 用 い て 挿 核 手 術 を 行 な う 工 程 を
含 む 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ３ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン
－ ４ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ５ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ７ 、 イ ン タ ー
ロ イ キ ン － ９ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ １ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ２ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン －
１ ３ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ４ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ５ 、 カ ル ジ オ ト ロ フ ィ ン 、 毛 様 体
神 経 栄 養 因 子 、 エ リ ス ロ ポ エ チ ン 、 成 長 ホ ル モ ン 、 顆 粒 球 コ ロ ニ ー 刺 激 因 子 、 顆 粒 球 マ ク
ロ フ ァ ー ジ 刺 激 因 子 、 白 血 病 阻 止 因 子 、 オ ン コ ス タ チ ン Ｍ 、 及 び プ ロ ラ ク チ ン か ら な る 群
か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー フ ェ ロ ン － α 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン － β 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン
－ δ ， イ ン タ ー フ ェ ロ ン － κ ， イ ン タ ー フ ェ ロ ン － ω ， イ ン タ ー フ ェ ロ ン － τ ， イ ン タ ー
ロ イ キ ン － １ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ２ ， イ ン タ ー ロ イ キ ン
－ ２ ８ Ａ ， イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ８ Ｂ 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ９ か ら な る 群 か ら 選 択 さ
れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ 、 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ２ か ら な る 群 か
ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ９ 、 イ ン タ ー ロ イ
キ ン － ２ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ２ 、 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ４ か ら な る 群 か ら 選 択
さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ 、 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ か ら な る 群 か
ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 サ イ ト カ イ ン が ヒ ト 由 来 サ イ ト カ イ ン で あ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア コ ヤ ガ イ の 斃 死 を 抑 制 す る と と も に 真 珠 の 品 質 を 向 上 す る こ と が で き る 養
殖 真 珠 の 生 産 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 真 珠 を 生 産 す る ア コ ヤ ガ イ 等 の 真 珠 母 貝 に 赤 変 病 が 発 生 す る と 、 真 珠 母 貝 が 大 量 に 斃 死
し て し ま う 。 赤 変 病 は ウ イ ル ス に よ る 感 染 症 と 考 え ら れ 、 平 成 ８ 年 頃 か ら 西 日 本 を 中 心 に
発 生 し て 養 殖 真 珠 製 造 産 業 に 大 き な 打 撃 を 与 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 軽 度 の 感 染 で 経 過 し た 母 貝 も 、 挿 核 手 術 （ 真 珠 の 核 と な る 物 質 を 入 れ る 作 業 ） に
よ る ス ト レ ス に よ っ て 病 気 を 発 症 し て 急 激 に 斃 死 す る か 、 真 珠 を 作 ら な い ま ま 経 過 す る か
、 或 い は 真 珠 が で き た と し て も 品 質 が 著 し く 悪 い た め 、 結 果 的 に 養 殖 真 珠 の 生 産 性 が 著 し
く 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 本 発 明 に 関 連 す る 技 術 文 献 情 報 と し て 下 記 の 文 献 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら は 以 下 に
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詳 述 す る 本 発 明 の 構 成 を 示 唆 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ８ ５ ２ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ５ ４ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ３ １ ５ １ ０ ６ ８ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 Miyazaki T., Taniguchi T., Hirayama J., Nozawa N.: Receptors for
 recombinant feline interferon-omega in hemocytes of the Japanese pearl oyster P
inctada fucata martensii. Dis Aquat Organ., 2002, 29; 51(2): 135-8
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Miyazaki T., Nozawa N., Kobayashi T.: Clinical trial results on 
the use of a recombinant feline interferon-omega to protect Japanese pearl oyste
rs Pinctada fucata martensii from akoya-virus ingection. Dis Aquat Organ., 2000,
 25; 43(1): 15-26
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 効 率 的 な 養 殖 真 珠 の 生 産 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 以 下 の 発 明 を 包 含 す る 。
（ １ ） サ イ ト カ イ ン の 存 在 下 で 挿 核 手 術 を 行 な う 工 程 を 含 む 養 殖 真 珠 の 生 産 方 法 。
（ ２ ） サ イ ト カ イ ン で 処 理 さ れ た 真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 を 用 い て 挿 核 手 術 を 行 な う 工
程 を 含 む （ １ ） 記 載 の 方 法 。
（ ３ ） 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ３ 、 イ ン タ ー ロ イ
キ ン － ４ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ５ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ７ 、 イ ン
タ ー ロ イ キ ン － ９ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ １ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ２ 、 イ ン タ ー ロ イ キ
ン － １ ３ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ４ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ５ 、 カ ル ジ オ ト ロ フ ィ ン 、 毛
様 体 神 経 栄 養 因 子 、 エ リ ス ロ ポ エ チ ン 、 成 長 ホ ル モ ン 、 顆 粒 球 コ ロ ニ ー 刺 激 因 子 、 顆 粒 球
マ ク ロ フ ァ ー ジ 刺 激 因 子 、 白 血 病 阻 止 因 子 、 オ ン コ ス タ チ ン Ｍ 、 及 び プ ロ ラ ク チ ン か ら な
る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） 記 載 の 方 法 。
（ ４ ） 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー フ ェ ロ ン － α 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン － β 、 イ ン タ ー フ ェ
ロ ン － δ ， イ ン タ ー フ ェ ロ ン － κ ， イ ン タ ー フ ェ ロ ン － ω ， イ ン タ ー フ ェ ロ ン － τ ， イ ン
タ ー ロ イ キ ン － １ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ２ ， イ ン タ ー ロ イ
キ ン － ２ ８ Ａ ， イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ８ Ｂ 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ９ か ら な る 群 か ら 選
択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） 記 載 の 方 法 。
（ ５ ） 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ 、 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ２ か ら な る
群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） 記 載 の 方 法 。
（ ６ ） 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ９ 、 イ ン タ ー
ロ イ キ ン － ２ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ２ 、 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ４ か ら な る 群 か ら
選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） 記 載 の 方 法 。
（ ７ ） 前 記 サ イ ト カ イ ン が イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ 、 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ か ら な る
群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） 記 載 の 方 法 。
（ ８ ） 前 記 サ イ ト カ イ ン が ヒ ト 由 来 サ イ ト カ イ ン で あ る （ １ ） ～ （ ７ ） の い ず れ か に 記 載
の 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ り 養 殖 真 珠 の 生 産 に お け る 真 珠 母 貝 の 斃 死 が 抑 制 さ れ る 。
　 ま た 、 本 発 明 に よ り 優 れ た 品 質 を 有 す る 真 珠 を 効 率 よ く 製 造 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 般 に 、 養 殖 真 珠 を 生 産 す る 場 合 は 、 例 え ば ア コ ヤ ガ イ 等 の 真 珠 母 貝 の 生 殖 腺 内 に 真 珠
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核 及 び 外 套 膜 片 （ 「 ピ ー ス 」 と 呼 ば れ る こ と が あ る ） を 挿 入 す る 作 業 （ 本 明 細 書 に お い て
「 挿 核 手 術 」 と 称 す る ） を 行 っ た 後 、 そ の 母 貝 を 海 に 戻 す 。 そ の 結 果 、 母 貝 の 生 殖 腺 内 に
挿 入 さ れ た 外 套 膜 片 が 成 長 し て 真 珠 核 を 包 み 、 表 面 か ら 真 珠 物 質 を 分 泌 す る こ と に よ っ て
養 殖 真 珠 が 作 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 養 殖 真 珠 の 生 産 方 法 は 、 こ の 挿 核 手 術 を サ イ ト カ イ ン の 存 在 下 で 行 な う こ
と を 特 徴 と す る 。 本 方 法 と し て は よ り 具 体 的 に は （ １ ） サ イ ト カ イ ン 溶 液 中 で 真 珠 母 貝 を
開 い て 真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 を 挿 入 す る 方 法 、 （ ２ ） 真 珠 母 貝 を 開 き 、 開 口 部 に サ イ
ト カ イ ン 溶 液 を 注 入 し 、 次 い で 真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 を 挿 入 す る 方 法 、 （ ３ ） サ イ ト
カ イ ン 溶 液 に 浸 漬 し た 真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 を 真 珠 母 貝 に 挿 入 す る 方 法 、 （ ４ ） サ イ
ト カ イ ン 溶 液 を 塗 布 し た 真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 を 真 珠 母 貝 に 挿 入 す る 方 法 、 （ ５ ） 真
珠 母 貝 に 真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 を 挿 入 す る の と 同 時 に 、 或 い は 挿 入 す る の に 続 い て 、
サ イ ト カ イ ン 溶 液 を 真 珠 母 貝 に 注 入 す る 方 法 、 或 い は こ れ ら の 方 法 の 二 種 以 上 を 組 合 せ た
方 法 等 が 挙 げ ら れ る 。 上 記 （ １ ） ～ （ ５ ） に お い て 用 い ら れ る サ イ ト カ イ ン 溶 液 と し て は
、 サ イ ト カ イ ン を 溶 解 し た 海 水 、 海 産 無 脊 椎 動 物 用 の 生 理 的 食 塩 水 、 又 は 真 珠 母 貝 に 生 理
的 に 許 容 さ れ る 緩 衝 液 が 好 ま し い 。 本 明 細 書 に お い て 上 記 （ ３ ） 又 は （ ４ ） 記 載 の 工 程 （
上 記 （ ３ ） 又 は （ ４ ） 記 載 の 工 程 を 組 合 せ た 工 程 を 含 む ） を 「 サ イ ト カ イ ン で 処 理 さ れ た
真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 を 用 い て 挿 核 手 術 を 行 な う 工 程 」 と 表 現 す る 場 合 が あ る 。 本 明
細 書 に お い て 「 真 珠 核 及 び ／ 又 は 外 套 膜 片 」 と い う 表 現 は 、 真 珠 核 又 は 外 套 膜 片 の 少 な く
と も 何 れ か 一 方 、 好 ま し く は 両 方 を 用 い て 所 定 の 操 作 を 行 な う こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 用 い ら れ る サ イ ト カ イ ン と し て は 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ も し く は イ ン タ ー ロ
イ キ ン － １ ０ 、 或 い は こ れ ら と レ セ プ タ ー が 共 通 す る サ イ ト カ イ ン も し く は 構 造 上 類 似 す
る サ イ ト カ イ ン が 好 ま し く 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ 又 は イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ が 特 に 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ と レ セ プ タ ー が 共 通 す る サ イ ト カ イ ン と し て は ク ラ ス Ｉ サ イ ト カ
イ ン グ ル ー プ と 称 さ れ る 一 群 の サ イ ト カ イ ン が 挙 げ ら れ 、 具 体 的 に は 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン
－ ２ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ３ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ４ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ５ 、 イ ン タ ー
ロ イ キ ン － ６ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ７ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ９ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ １
、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ２ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ３ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ４ 、 イ ン タ
ー ロ イ キ ン － １ ５ 、 カ ル ジ オ ト ロ フ ィ ン 、 毛 様 体 神 経 栄 養 因 子 （ Ｃ Ｎ Ｔ Ｆ ） 、 エ リ ス ロ ポ
エ チ ン 、 成 長 ホ ル モ ン 、 顆 粒 球 コ ロ ニ ー 刺 激 因 子 （ Ｇ － Ｃ Ｓ Ｆ ） 、 顆 粒 球 マ ク ロ フ ァ ー ジ
刺 激 因 子 （ Ｇ Ｍ － Ｃ Ｓ Ｆ ） 、 白 血 病 阻 止 因 子 （ Ｌ Ｉ Ｆ ） 、 オ ン コ ス タ チ ン Ｍ 、 及 び プ ロ ラ
ク チ ン か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ と 構 造 上 類 似 す る も の と し て は イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ グ ル ー プ と
称 さ れ る 一 群 の サ イ ト カ イ ン が 挙 げ ら れ 、 具 体 的 に は イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ 、 及 び イ ン タ
ー ロ イ キ ン － １ ２ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ と レ セ プ タ ー が 共 通 す る サ イ ト カ イ ン と し て は ク ラ ス Ｉ Ｉ サ イ
ト カ イ ン グ ル ー プ と 称 さ れ る 一 群 の サ イ ト カ イ ン が 挙 げ ら れ 、 具 体 的 に は 、 イ ン タ ー フ ェ
ロ ン － α 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン － β 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン － δ ， イ ン タ ー フ ェ ロ ン － κ ， イ ン
タ ー フ ェ ロ ン － ω ， イ ン タ ー フ ェ ロ ン － τ ， イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン
－ ２ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ２ ， イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ８ Ａ ， イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ８
Ｂ 及 び イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ９ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ と 構 造 上 類 似 す る も の と し て は イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ グ ル ー
プ と 称 さ れ る 一 群 の サ イ ト カ イ ン が 挙 げ ら れ 、 具 体 的 に は イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ 、 イ ン
タ ー ロ イ キ ン － １ ９ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ０ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン － ２ ２ 、 及 び イ ン タ ー
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ロ イ キ ン － ２ ４ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 各 種 サ イ ト カ イ ン の 起 源 と な る 動 物 は 特 に 限 定 さ れ な い が ヒ ト で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 各 種 サ イ ト カ イ ン と し て は 天 然 に 存 在 す る も の に 限 定 さ れ ず 、 変 異 体 又 は 修 飾 体
で あ っ て 対 応 す る 天 然 型 と 同 様 の 活 性 を 有 す る も の も 包 含 さ れ る 。 例 え ば 天 然 型 サ イ ト カ
イ ン の 化 学 的 安 定 性 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と し て 或 い は 工 業 的 な 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ
と を 目 的 と し て 改 変 さ れ た サ イ ト カ イ ン で あ っ て 天 然 型 サ イ ト カ イ ン と 同 様 の 活 性 を 有 す
る も の を 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ こ で 「 同 様 の 活 性 」 と は 、 本 発 明 の 目 的 に 関 し
て サ イ ト カ イ ン と し て 質 的 に 同 一 の 活 性 で あ る こ と を 意 味 し 、 活 性 の 強 弱 と し て は 異 な る
も の で あ っ て よ い こ と を 意 味 す る が 、 活 性 の 強 弱 に お い て も 同 程 度 又 は 同 一 で あ る こ と が
好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ヒ ト イ ン タ ー ロ イ キ ン － ６ （ Ｉ Ｌ － ６ 、 組 換 え 体 、 和 光 純 薬 株 式 会 社 製 、 Ｃ ｏ ｄ ｅ 　 ０
９ ９ － ０ ４ ６ ３ １ ） と 、 ヒ ト イ ン タ ー ロ イ キ ン － １ ０ （ Ｉ Ｌ － １ ０ 、 組 換 え 体 、 和 光 純 薬
株 式 会 社 製 、 Ｃ ｏ ｄ ｅ 　 ０ ９ ３ － ０ ４ ６ ５ １ ） を 、 表 １ に 示 す 海 産 無 脊 椎 動 物 用 生 理 食 塩
水 に 各 々 溶 解 し 、 Ｉ Ｌ － ６ 又 は Ｉ Ｌ － １ ０ が １ 、 １ ０ 、 又 は １ ０ ０ ｎ ｇ ／ ｍ Ｌ と な る よ う
に 希 釈 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 希 釈 溶 液 に 真 珠 核 （ 淡 水 産 二 枚 貝 の 貝 殻 を 球 状 に 加 工 し た も の ） 及 び ピ ー ス （ ア コ ヤ
ガ イ の 外 套 膜 の 小 片 ） と を １ ０ 分 間 浸 漬 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ア コ ヤ ガ イ （ 真 珠 母 貝 ） の 生 殖 巣 付 近 に メ ス で 切 り 込 み を 入 れ 、 上 記 処 理 後 の 真 珠 核 と
ピ ー ス を 挿 入 器 を 用 い て 挿 核 し た 。
　 挿 核 後 、 海 中 に 垂 下 し て ６ ヶ 月 間 管 理 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 対 照 実 験 と し て 真 珠 核 及 び ピ ー ス の 浸 漬 液 と し て イ ン タ ー ロ イ キ ン を 含 ま な い 上 記 生 理
的 食 塩 水 を 用 い た 以 外 は 同 様 の 手 順 で 挿 核 手 術 を 行 い 、 海 中 に 垂 下 し て ６ ヶ 月 間 管 理 し た
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 表 ２ に 各 試 験 区 に お け る ６ ヶ 月 後 の ア コ ヤ ガ イ の 生 存 率 を 示 す 。 対 照 区 で は ， １ ０ 個 体
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中 ２ 個 体 が 生 残 し た だ け で あ る の に 対 し て 、 １ ０ ０ ｎ ｇ ／ ｍ ｌ 投 与 区 で は Ｉ Ｌ － ６ 投 与 区
で は ６ 個 体 、 Ｉ Ｌ － １ ０ 投 与 区 で は ５ 個 体 が 生 残 し た 。 １ ｎ ｇ ／ ｍ ｌ あ る い は １ ０ ｎ ｇ ／
ｍ ｌ 投 与 区 で は い ず れ も １ ０ 個 体 中 ３ ～ ４ 個 体 が 生 残 し 、 対 照 区 よ り 高 い 生 残 率 を 示 し た
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 表 ３ に 各 試 験 区 に お い て ６ ヵ 月 後 に ア コ ヤ ガ イ か ら 回 収 さ れ た 真 珠 の 個 数 を 示 す 。 対 照
区 で は 、 挿 核 し た 真 珠 核 ２ ０ 個 中 ５ 個 の 真 珠 が 回 収 さ れ た 。 一 方 、 Ｉ Ｌ － ６ お よ び Ｉ Ｌ －
１ ０ 投 与 区 に お け る 回 収 個 数 は 何 れ の 処 理 濃 度 に お い て も 挿 核 し た 真 珠 核 ２ ０ 個 中 ５ ～ ７
個 で あ り 、 対 照 区 と ほ と ん ど 差 は 見 ら れ な か っ た 。 し か し な が ら 、 対 照 区 で 得 ら れ た 真 珠
は 質 が 悪 く （ 図 １ ） 、 商 品 と し て 適 さ な い も の で あ っ た の に 対 し て 、 Ｉ Ｌ － ６ お よ び Ｉ Ｌ
－ １ ０ 投 与 区 で 得 ら れ た 真 珠 は 質 が 良 い （ 図 ２ ） も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 真 珠 の 質 は 、 表 面 の つ や （ 照 り ） と 色 の 深 み （ 巻 き ） を 指 標 と し て 常 法 に 従 っ て 評
価 し た 。 こ れ ら の 指 標 は 当 業 者 が 真 珠 の 評 価 に 通 常 用 い る も の で あ る 。 一 般 に 、 色 に 深 み
の あ る も の は 挿 入 し た 核 の 周 り の 真 珠 層 に 厚 み が あ る こ と を 示 し て お り 「 巻 き が 厚 い 」 と
称 さ れ る こ と か ら 、 色 の 深 み は 真 珠 の 品 質 の 評 価 指 標 と し て 重 要 視 さ れ る 。 な お 、 色 の 種
類 は 、 一 般 に ピ ン ク が 上 等 品 と さ れ る 。 し か し 、 こ れ は 流 行 に も 左 右 さ れ る た め 一 時 的 な
評 価 の 指 標 に は な る が 普 遍 的 な 評 価 指 標 と し て は 適 切 で は な い こ と か ら 、 今 回 の 品 質 評 価
で は 指 標 と し て 用 い な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 す な わ ち 本 実 験 で は 、 養 殖 真 珠 の 生 産 に お い て サ イ ト カ イ ン 類 の 存 在 下 で 挿 核 手 術 を 行
な う こ と に よ り 真 珠 母 貝 の 生 存 率 を 高 め る こ と が で き る こ と 、 及 び 品 質 の 優 れ た 真 珠 を 効
率 よ く 製 造 で き る こ と が 示 さ れ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 図 １ 】 対 照 区 か ら 回 収 さ れ た 真 珠 の 写 真 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｉ Ｌ － １ ０ 、 １ ０ ０ ｎ ｇ ／ ｍ Ｌ 投 与 区 か ら 回 収 さ れ た 真 珠 の 写 真 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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